
 

 

 

 

  

 

 

 １０月１１日（金）の前期終業式、１５日（火）の後期始業式では、児

童の代表が、前期の振り返り、後期の目標を発表しました。 

また、終業式では、私からこんな話をしました。 

 「なんのために終業式や始業式をするのでしょう。それは、『節目

をつくるため』です。竹の節目のように時の流れに区切りをつけるこ

とで、私たちは、気持ちを新たにしているのです。『今日までは前期』

『１５日からは後期』と考えることで、気持ちを切り替え、前期の自分を振り返り、後期に向け

て目標を立てることができます。 

 袖崎小学校のよいところは、当たり前のことを当たり前にできる人が多いことです。あいさ

つをする、宿題を提出する、真剣に学習する、一生懸命に走る、人にやさしくする。学校に来

ることもそうです。当たり前のことができるのは素晴らしい才能です。この世の中は、誰かが、

当たり前のことを当たり前にしているからこそ、今日も動いています。世の中の人々の『当た

り前を当たり前にする」のがんばりのおかげなのです。みなさんも、当たり前のことを当たり前

にできたら、自分に『すごいね。がんばっているね。」と言ってあげてください。 

 目標を立ててがんばるというのは、山を登ることに似ています。この山に登ると決めるのが

目標を設定するということです。そして、このルートで登ろうと決めて、やり続けることです。

そして、『少しずつ良くなっている、成長している』と感じるわくわくが、最後まで登るためのエ

ネルギーになります。私たちは、『楽しい』ことか『うれしい』ことしか頑張れないのです。 

 もう一度振り返ってみてください。みなさんは、当たり前を当たり前にできていましたか？

今、４月に決めた『目標山』のどの辺ですか？そもそもどの山に登ることにしたのか、覚えて

いますか？『だいたいできた』では、振り返りにはなっていません。『なにができて、なにができ

なかったか』をはっきりつかみ、うまくいかない原因を見つけることが大切です。振り返りは、

今、自分がどこにいるのかを、教えてくれます。自分がいるところがわかると、次どうすればよ

いのかが見えてきます。目をそらさないで見つめましょう。」 

 

 

１０月９日（水）に、マラソン記録会・全校芋煮会を実施しました。マラソ

ン記録会では、おうちの方や地域の方がたくさん応援に駆けつけてくだ

さいました。子どもたちは、当日まで、５分間マラソンや体育の時間を使

って自分のめあてに向かって力を伸ばしてきました。本番は、少々肌寒かったですが、出場

者全員完走することができ、満足げな表情でした。声援ありがとうございました。 

全校芋煮会では、１，２年生が育てた里芋を、上学年が下ごしらえし、全校生が縦割り班に

分かれ、火をおこすところから調理まで、自分たちで協力して行いました。子どもたちは、煙

が目にしみて叫んだり、なかなか里芋が柔らかくならなくてやきもきし

たりしながら、楽しく活動することができました。できあがった後は、同

じ材料を使っているのにそれぞれ味が違っていることに驚

きながらおかわりをしていました。「えっ、味が違う。でも全

部おいしい！」という感想と笑顔にうれしくなりました。 
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 １０月２２日（火）、「洗心まつり」が行われました。夏休みが終わって

から、縦割り班ごとにどんな出店にするかを話し合い、自主的に休み

時間も使って準備を進めてきました。「くじびき」「ガチャガチャ」「つり」

「アーチェリー」「ボーリング」など、アイディアいっぱいの出店が並びま

した。感想発表では、「同じくじの店でも、ルールが違っていて、それ

ぞれ面白かった。」という声がたくさん聞かれました。 

 

 

 １０月１８日（金）、村山市内の小学校が一堂に

会して文化交流会が行われ、２～４年生が参加

しました。熱心な練習のかいあって、元気いっぱ

いで切れの良いダンスを披露することができま

した。２曲目になると自然に会場から手拍子が。子どもたちに笑顔が

溢れ、躍動する動きから「楽しくてたまらない！」という気持ちが伝わってきました。 

 

 

 後期の花植え活動は、子どもたちが話し合っ

て、学年ごとに秋の寄せ植えを作ることにしまし

た。そこで、みんなでホームセンターに出かけ、花

の苗を購入するところから始めました。お店で寒

さに負けない花をききながら、それぞれが植えたい花を選び、組み合

わせを考えて購入しました。学校に戻ると早速寄せ植え開始です。 

「どこにどれを植える？色は？」「グリーンの配置は？」と、楽しく悩みつつ完成しました。子ど

もたちの思いのこもった寄せ植えは、きっと美しく玄関を飾ってくれることでしょう。 

 

 

 １０月８日（火）に３，４年生が校外学習に出かけ、市内の施設を見学してきました。 

楽しませ方に工夫あり～洗心祭り～ 

笑顔いっぱいのダンス！文化交流会 

3，4 年校外学習（消防署、警察、環境科学研究センター、リンク村山） 

消防署では事故ごとに車を使い分け、すぐ出動す

るのがすごいと思いました。【４年能登弘丞さん】 

ぼくは初めて消防署に行き救急車に乗せてもらい

いろんな道具を知りました。【３年後藤優翔さん】 

警察署では、警棒を持たせてもらいました。重くて

かたい棒だと知りました。  【４年森汐里さん】 

消防署では、２４時間勤務で常にだれかいないと

いけないのがわかりました。【４年能登陽太さん】 

警察署で警察の人が強そうに見えて、これなら村

山市は大丈夫だと思いました。【３年森月奏さん】 

リンク村山にはジム、ピザ屋、アイス屋等があり、

アイスは４種類ありました。【４年玉羽葵織さん】 

キャンドル作りで、いろいろな色のろうを組み合

わせるのが楽しかったです。 【３年八鍬想さん】 

初めて救急車の中に入り、緊急の放送も聞きまし

た。かっこよかったです。 【３年八鍬颯太さん】 

初めて消防署に行きました。指令が来て 1 分位で

出動するのがすごかったです。【３年土田碧さん】 

警察署では１年間に事件や事故が 1737件起きてい

ると聞きびっくりしました。【４年八鍬丞高さん】 

警察署では、すごく重い

盾を警察の人が持って

走るのがすごかったで

す。【４年石山幸助さん】 

環境科学センターでは紙とんぼや空気砲、くらげ

等で遊べて楽しかったです。【４年矢作惺那さん】 

新聞紙をリサイクルして作ったエコバックをもら

いました。使ってみたいです。【４年米山咲花さん】 


